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開設の⽬的・概要　等

バイオイメージングに関わる様々な技術が⾶躍的な発展を遂げ、形態解析は変⾰の時を迎えている。各種顕微鏡観察法にまたがるマルチプラットフォームイメージングを円滑に遂⾏
するためには、サンプル調製法とデータの規格化が重要な課題として浮かび上がってきた。これらの課題に取り組むためには、⽣体試料を⽤いた実践的な応⽤開発を推進することが
必要不可⽋である。そこで、作製する⽣体試料をもとに、各種顕微鏡観察法が抱える諸問題をあぶり出し、その解決索を講じていく。特に、(i) 神経系におけるマクロからナノレベル
までのシームレスなイメージング、(ii) 超解像顕微鏡の特性を最⼤限に活かしたウイルス粒⼦検出法の開発に取り組む。そして、新たな技術を提案することで、新たな市場開拓を⽬
指す。
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